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　メジャーリーグで活躍する大谷翔平選手から全国の

小学校に野球のグローブが贈られ、太宰府市内の小

学校の児童が受け取りました。

おおたにしょうへい

大谷選手、ありがとう！

大谷選手からの手紙

１
月
28
日
を
も
っ
て
太
宰
府

市
長
２
期
目
の
折
り
返
し
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
の
間
も
コ
ロ
ナ

対
策
や
市
制
40
周
年
記
念
事
業
、

本
市
悲
願
の
中
学
校
完
全
給
食

な
ど
の
実
行
に
向
け
、
私
の
持

ち
う
る
力
は
出
し
尽
く
し
て
来

た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。 
　
　

ま
た
、
先
日
は
肝
い
り
の
子

ど
も
学
生
美
術
展
・
世
界
に
羽

ば
た
く
人
材
育
成
表
彰
を
行
い

ま
し
た
。
前
半
最
後
の
日
を
次

代
を
担
う
若
者
た
ち
と
笑
顔
で

迎
え
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
、

私
の
政
治
信
条
と
し
て
も
何
よ

り
の
こ
と
だ
と
感
じ
ま
す
。
　

２
月
27
日
か
ら
は
３
月
議
会

が
始
ま
り
、
危
機
管
理
の
強
化
、

子
ど
も
ま
ん
な
か
施
策
、
市
民

と
関
係
人
口
の
相
互
発
展
、
新

し
い
公
共
、
歳
出
入
一
体
改
革

な
ど
を
重
点
と
す
る
令
和
６
年

度
当
初
予
算
案
を
は
じ
め
次
年

度
の
方
針
を
提
案
し
ま
す
。

令
和
改
元
か
ら
５
年
の
節
目

を
迎
え
る
年
度
に
あ
た
り
令
和

の
都
だ
ざ
い
ふ
と
し
て
の
更
な

る
飛
躍
も
期
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
今
後
も
ご
理
解
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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こ 

し
ょ
う
ぶ

太
宰
府
の
文
化
財
466

現
代
の
瓦
は
、
寺
院
や
民
家
の
屋
根
に

瓦
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
最
初
に
中
国

で
作
ら
れ
た
瓦
は
、
宮
殿
に
使
用
さ
れ
た

と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
、
寺
院
に
も
瓦

を
葺
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
古
代
の
日

本
で
も
、
役
所
や
宮
殿
と
い
っ
た
公
的
施

設
、
寺
院
で
使
用
し
て
い
ま
す
。
特
に
古
代

大
宰
府
は
多
く
の
役
所
や
寺
院
が
集
中
す

る
場
所
で
あ
り
、
古
く
よ
り
瓦
が
数
多
く

出
土
し
ま
す
。
そ
の
中
に
、
瓦
を
作
る
際
に

粘
土
を
叩
き
締
め
る
道
具
に
刻
ま
れ
た
文

字
が
瓦
に
転
写
さ
れ
て
外
側
に
残
っ
た
も

の(

文
字
瓦)

も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
家

名
や
寺
院
、
製
作
さ
れ
た
日
付
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
文
字
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
に
調
査
を
行
っ
た
小
正
府

遺
跡(

坂
本
３
丁
目)

で
は
、
丘
陵
の
斜

面
に
つ
く
ら
れ
た
瓦
窯
が
３
基
並
ん
で
見

つ
か
り
ま
し
た
。
大
部
分
が
破
壊
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
窯
の
中
に
は
焼
く
際
に
失

敗
し
た
瓦
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
お
り
、
軒

瓦
や
複
数
の
文
字
瓦
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
３
号
窯
の
中
に
は
、「
佐
」の
文
字
が
２

種
類
、「
筑
」が
２
種
類
、「
前
」
、「
四
王
」の

文
字
瓦
が
、
２
号
窯
で
は「
天
延
三
年
七
月

七
日
」、「
佐
」「
十
一
」の
文
字
瓦
が
見
つ
か

り
ま
し
た
。
１
・
２
号
窯
で
出
土
す
る「
佐
」

の
文
字
は
、
瓦
製
作
に
従
事
し
た
職
人
の

集
団 (

佐
伯

)

だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
筑
」「
前
」
は
「
筑
前
」
を
省
略
し
た
も
の

で
、
筑
前
国
や
筑
前
国
分
寺
を
示
し
て
い

る
と
さ
れ
ま
す
。「
四
王
」
は
か
つ
て
四
王

寺
山
に
あ
っ
た
と
さ
れ
、
一
時
は
筑
前
国

分
寺
周
辺
に
移
さ
れ
た
「
四
王
院(

四
王

寺)

」
に
関
係
す
る
と
さ
れ
ま
す
。「
天
延

三
年
七
月
七
日
」
は
西
暦
９
７
５
年
の
こ

と
で
、
こ
の
瓦
が
平
安
時
代
に
作
ら
れ
た

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

小
正
府
遺
跡
の
瓦
窯
か
ら
出
土
し
た
瓦

に
残
る
文
字
「
佐
」
に
注
目
し
て
分
析
す
る

と
、
文
字
の
特
徴
か
ら
筑
前
国
分
寺
を
中

心
に
瓦
を
供
給
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
小
正
府
遺

跡
瓦
窯
出
土
「
佐
」
瓦
は
、
大
宰
府
跡
や
観

世
音
寺
境
内
地
の
発
掘
調
査
で
も
ま
と

ま
っ
て
出
土
し
て
お
り
、
筑
前
国
分
寺
だ

け
で
な
く
付
近
の
建
物
に
も
瓦
を
供
給
し

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
瓦
に
残
る
文
字

は
、
製
作
者
や
瓦
の
作
ら
れ
た
時

代
、
ど
こ
で
使
用
す
る
た
め
に
作

ら
れ
た
の
か
な
ど
、
紙
に
残
ら
な

い
情
報
を
私
た
ち
に
教
え
て
く

れ
ま
す
。

文
化
財
課
　
　
福
盛
　
雅
久

文
字
が
残
る
瓦

　~小
正
府
遺
跡
で
見
つ
か
っ
た
文
字
瓦
~ 

 

太宰府市公式SNSの
フォローお願いします！

（旧ツイッター）x

「四王」

「筑」

「佐」

●「前」

●「佐」

●

「三
年
七
月
七
日
」

「一
」「十
」

●

「天
延
三
年
」

● 

は
左
右
が
反
転
し
た
文
字

▲小正府遺跡西調査区２号窯 (東から)

▲小正府遺跡出土文字瓦
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